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【
う
ら
へ
続
く
】

　

解
散
・
総
選
挙
の
動
き
。

「
ニ
ュ
ー
ス
で
知
り
驚
い

た
」「
究
極
の
党
利
党
略

の
解
散
だ
」「
所
信
表
明

も
や
ら
な
い
と
い
う
。
森

友
、
加
計
疑
惑
隠
し
だ
」

「
自
民
党
の
二
階
幹
事
長

　

安
倍
首
相
が
臨
時
国
会

（
28
日
召
集
）
冒
頭
で
衆

院
解
散
す
る
動
き
が
濃
厚

で
す
。
日
本
共
産
党
の
志

位
和
夫
委
員
長
は
18
日
、

こ
の
問
題
で
の
基
本
姿
勢

を
次
の
よ
う
に
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。

一
、
早
期
に
国
民
の
審
判

を
仰
ぐ
こ
と
は
当
然
の
こ

と
で
す
が
、
臨
時
国
会
冒

頭
で
の
解
散
は
、「
加
計
・

森
友
疑
惑
隠
し
」
を
狙
っ

た
も
の
で
あ
り
、
絶
対
に

容
認
で
き
ま
せ
ん
。

　

野
党
４
党
は
、
す
で
に

６
月
22
日
、「
森
友
・
加

計
疑
惑
」
な
ど
国
政
私
物

化
疑
惑
を
徹
底
究
明
す
る

た
め
の
臨
時
国
会
召
集
を

要
求
し
て
い
ま
す
。
冒
頭

解
散
と
な
れ
ば
、
こ
の
憲

法
に
基
づ
く
要
求
を
３
カ

月
に
わ
た
っ
て
店た
な

ざ
ら
し

に
し
た
あ
げ
く
、
葬
り
去

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
冒
頭
解
散
は
、
究
極

の
党
利
党
略
、
権
力
の
私

物
化
で
あ
り
、
憲
法
違
反

の
暴
挙
で
す
。

一
、
わ
が
党
は
、
衆
参

の
本
会
議
で
代
表
質
問
を

行
う
と
と
も
に
、
十
分
な

時
間
を
と
っ
て
衆
参
で
予

算
委
員
会
を
開
会
し
、
安

倍
昭
恵
氏
や
加
計
孝
太
郎

氏
な
ど
関
係
者
の
証
人
喚

問
も
ふ
く
め
、
国
政
私
物

化
疑
惑
の
徹
底
究
明
を
行

う
こ
と
を
強
く
要
求
し
ま

す
。
そ
の
う
え
で
国
民
に

審
判
を
仰
ぐ
べ
き
で
す
。

一
、
今
回
の
安
倍
首
相
の

解
散
へ
の
動
き
は
、
大
局

で
見
れ
ば
、
安
倍
政
権
に

野
党
と
市
民
の
共
闘
で
安
倍
政
権
倒
す
歴
史
的
チ
ャ
ン
ス

　
　
〝
疑
惑
隠
し
〞
の
冒
頭
解
散
は
憲
法
違
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
共
産
党
・
志
位
委
員
長
が
会
見
（
大
要
）

よ
る
国
政
私
物
化
と
憲
法

を
壊
す
政
治
に
対
す
る
国

民
の
厳
し
い
批
判
、
東
京

都
議
選
で
の
歴
史
的
惨
敗

な
ど
、
国
民
の
世
論
と
運

動
に
よ
っ
て
追
い
込
ま
れ

た
結
果
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。

一
、
安
倍
政
権
を
倒
す
に

は
、
共
闘
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
総
選
挙
を
、
共
闘
で

迎
え
撃
つ
体
制
を
す
み
や

か
に
つ
く
る
た
め
に
、
野

党
間
の
協
議
を
す
す
め
る

と
と
も
に
、
市
民
連
合
の

み
な
さ
ん
と
も
話
し
合
い

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
会
見
全
文
と
質
疑
応
答

は
日
本
共
産
党
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
）

が
森
友
、
加
計
学
園
疑
惑

を
小
さ
な
問
題
と
発
言
し

た
が
と
ん
で
も
な
い
」「
与

党
か
ら
も
解
散
に
異
論
が

出
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

北
朝
鮮
問
題
。「
安
倍

首
相
は
国
連
総
会
で
北

朝
鮮
問
題
に
絞
り
、
圧
力

一
辺
倒
の
発
言
に
終
始
し

た
」「
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

　

厚
生
労
働
相
の
諮
問
機

関
で
あ
る
労
働
政
策
審
議

会
は
15
日
、
安
倍
内
閣
が

成
立
を
ね
ら
う
「
働
き
方

改
革
」
関
連
法
案
の
要
綱

に
つ
い
て
、
労
働
者
側
委

「
働
き
方
改
革
」
法
案

労
働
条
件
を
さ
ら
に
劣
悪
に
す
る

は
、
一
切
の
規
制
を
取
り

払
う「
残
業
代
ゼ
ロ
制
度
」

＝
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
制
度
を
導
入
。
残
業

の
上
限
規
制
も
過
労
死
ラ

イ
ン
の
労
働
時
間
を
容
認

す
る
も
の
で
あ
り
、
裁
量

労
働
制
の
拡
大
と
あ
わ
せ

て
、
長
時
間
労
働
に
拍
車

を
か
け
、
過
労
死
を
促
進

員
が
反
対
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、「
お
お
む
ね
妥

当
」
と
答
申
し
ま
し
た
。

　
「
生
産
性
向
上
」「
多
様

な
就
業
」
を
基
本
理
念
に

掲
げ
、
労
働
時
間
規
制
で

す
る
も
の
で
す
。

　

す
べ
て
の
労
働
者
に

人
間
ら
し
い
雇
用
を
保
障

す
べ
き
労
働
法
制
を
根
幹

か
ら
変
質
さ
せ
、
労
働
者

の
労
働
実
態
を
さ
ら
に
劣

悪
に
す
る〝
働
き
方
改
悪
〞

の
提
出
を
阻
止
し
ま
し
ょ

う
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

アメリカの兵器購入膨張

いいなり契約 34％増
　　　来年度概算要求

　

２
０
１
８
年
度
概
算
要

求
で
、
米
国
政
府
か
ら
武

器
を
購
入
す
る
有
償
武
器

援
助(

Ｆ
Ｍ
Ｓ)

契
約
の

予
算
額
が
４
８
０
４
億
円

と
さ
れ
、
17
年
度
予
算
と

比
べ
１
２
０
８
億
円(

34

％)

の
増
額
で
す
。
安
倍

政
権
に
な
っ
て
急
増
し
て

い
ま
す
。

　

18
年
度
に
Ｆ
Ｍ
Ｓ
契
約

で
購
入
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
は
▽
敵
基
地
攻
撃
能

力
を
持
つ
戦
闘
機
Ｆ
35
Ａ

▽
無
人
偵
察
機
グ
ロ
ー
バ

ル
ホ
ー
ク
▽
ミ
サ
イ
ル
防

衛
用
の
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
Ｓ

Ｍ
３
ブ
ロ
ッ
ク
2A
▽
垂
直

離
着
陸
機
オ
ス
プ
レ
イ
な

ど
。

　

Ｆ
Ｍ
Ｓ
は
日
米
の
「
相

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

認
可
取
り
消
し
を
求
め
る

「
ス
ト
ッ
プ
・
リ
ニ
ア
！

訴
訟
」
の
第
６
回
口
頭
弁

論
が
８
日
、
東
京
地
裁
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
原
告
で

リ
ニ
ア
新
幹
線
を
考
え
る

静
岡
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

共
同
代
表
の
林
克
さ
ん
や

登
山
家
の
服
部
隆
さ
ん
ら

が
、
大
井
川
上
流
域
の
ト

ン
ネ
ル
工
事
で
生
じ
る
環

境
へ
の
悪
影
響
に
つ
い
て

陳
述
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
大
量
の

建
設
発
生
土
を
大
井
川
川

ら
れ
危
険
だ
と
現
地
の
写

真
を
示
し
て
告
発
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
工
事

に
よ
り
大
井
川
の
源
流
で

毎
秒
２
ト
ン
減
水
す
る
問

題
に
導
水
路
で
対
処
す
る

計
画
に
つ
い
て
、
服
部
氏

は
、
こ
の
対
策
で
は
上
流

部
に
水
は
戻
せ
な
い
、
現

状
で
も
時
に
渇
水
状
態
が

起
こ
る
県
内
の
流
域
住
民

約
63
万
人
に
深
刻
な
水
不

足
が
生
じ
る
危
険
を
訴
え

ま
し
た
。

　

土
星
探
査
機
カ
ッ
シ
ー

ニ
が
20
年
間
の
探
査
を
終

え
た(

15
日)

。「
土
星
の

衛
星
に
水
や
有
機
物
が
あ

る
こ
と
を
確
認
し
、
生
命

が
存
在
す
る
可
能
性
を
裏

付
け
た
」「
土
星
の
輪
を

く
ぐ
る
時
の
映
像
は
印
象

的
だ
っ
た
」「
宇
宙
は
平

和
利
用
に
限
っ
て
も
ら
い

た
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が
パ
リ

ー
グ
史
上
最
速
、
２
年
ぶ

り
優
勝 (

16
日)

。
セ
リ

ー
グ
で
は
広
島
が
37
年
ぶ

り
の
２
連
覇（
18
日
）。「
両

チ
ー
ム
と
も
に
選
手
層
が

厚
く
、
若
手
の
台
頭
、
活

躍
が
目
立
っ
た
」「
広
島

は
以
前
か
ら
地
道
に
選
手

を
育
て
る
球
団
だ
」「
地

元
の
応
援
が
す
ご
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

台
風
18
号
列
島
縦
断
。

「
九
州
、
四
国
、
本
州
、

北
海
道
と
列
島
縦
断
し
た

の
は
１
９
５
１
年
の
統
計

開
始
以
来
初
め
て
だ
と
い

う
」「
記
録
的
短
時
間
大

雨
注
意
報
が
各
地
で
相
次

い
だ
」「
東
京
で
も
激
し

い
風
雨
に
目
を
覚
ま
さ
れ

寝
付
け
な
か
っ
た
」「
台

リ
ニ
ア
新
幹
線
訴
訟

南
ア
ル
プ
ス
壊
さ
れ
る

　
　
　

静
岡
の
原
告
が
訴
え　

　

名
古
屋
大
学
が
来
年

４
月
か
ら
有
期
契
約
の
非

常
勤
職
員
を
雇
用
継
続
５

年
で
無
期
契
約
に
転
換
す

る
学
内
ル
ー
ル
を
作
っ
た

こ
と
が
13
日
分
か
り
ま
し

た
。
５
年
以
上
働
き
な
が

ら
今
年
度
途
中
で
雇
用
期

限
を
迎
え
る
非
常
勤
職
員

に
つ
い
て
も
、
無
期
転
換

を
す
す
め
る
経
過
措
置
が

と
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
２
月
に
名
大
側

は
、
無
期
転
換
す
る
職
員

は
筆
記
試
験
で
選
抜
す
る

と
提
案
。
組
合
側
は
労
働

契
約
法
の
趣
旨
に
反
す
る

と
主
張
し
、
結
果
的
に
は

筆
記
試
験
は
中
止
に
な
り

ま
し
た
。

　

東
大
や
東
北
大
が
非
常

勤
職
員
を
契
約
５
年
以
内

で
雇
い
止
め
す
る
制
度
を

つ
く
る
な
か
、
名
大
の
雇

用
安
定
化
施
策
が
注
目
さ

れ
ま
す
。

非常勤を無期契約に

　名古屋大が雇用安定化施策

　組合の奮闘で筆記選抜中止

互
防
衛
援
助
協
定
」
に
基

づ
く
制
度
。
契
約
価
格
や

の
挑
発
発
言
は
ひ
ど
い
」

「
平
和
的
に
解
決
で
き
る

よ
う
外
交
努
力
を
強
め
る

べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

核
兵
器
禁
止
条
約
の

署
名
式
（
20
日
）。「
初
日

だ
け
で
50
カ
国
が
署
名
し

た
」「
日
本
か
ら
被
爆
者

代
表
や
長
崎
市
長
が
参
加

し
た
が
、
日
本
政
府
は
欠

席
し
た
」「
国
連
事
務
総

長
は
被
爆
者
の
活
動
を

『
英
雄
的
』
と
称
え
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

岸
の
燕
つ
ば
く
ろ

沢
に
積
み
上
げ

る
計
画
で
す
。
林
氏
は
、

こ
の
場
所
は
近
く
の
山

の
地
滑
り
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
所
で
、
大
地
震
が

起
こ
れ
ば
川
が
せ
き
止
め

納
入
期
限
は
見
積

も
り
に
す
ぎ
ず
、

米
国
政
府
は
そ
れ

ら
に
拘
束
さ
れ
ま

せ
ん
。
契
約
後
に

価
格
が
高
騰
し
武

器
の
納
入
が
遅
れ

る
な
ど
、
米
国
い

い
な
り
の
契
約
方

式
で
す
。

風
一
過
は
暑
く
、
風
が
強

か
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

台
風
な
ど
に
よ
り
野
菜

や
果
物
が
軒
並
み
高
騰
。

「
レ
ン
コ
ン
や
オ
ク
ラ
が

値
上
が
り
し
て
い
る
」「
今

後
、
梨
や
リ
ン
ゴ
な
ど
被

害
に
あ
っ
た
果
物
や
野
菜

が
高
く
な
る
と
い
う
」


